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本時について  

発見  収集  ○ 整理   判断  ◎ 

表現  発信   評価  改善  

 

本時目標： 

  ○課題や仮説を論証する上で不足している情報について、適切な方法で収集するとともに、他者とともに 

   その適切さを判断し、選択することができる。 

 

本時展開： 

時間 主な学習活動 指導上の留意点 

導入 

5分 

 

展開① 

15分 

 

 

 

 

 

 

展開② 

25分 

 

 

 

 

 

 

終末 

5分 

１.（全体）本時の展開の見通しをもつ。 

 

 

２．（グループ）自分たちが追究する課題と立案した仮説、 

  不足している情報を確認する。 

 

 

 

 

 

 

３．（個人）インターネットを活用して、不足している情報 

  を収集する。収集したwebページは、Googleフォーム 

  を活用して送信する。 

 

４．（グループ）メンバーそれぞれが収集した情報の適切さ 

  について議論し検討する。 

 

 

５．（グループ）次回以降の授業での取組を確認し、見通し 

  を持つ。 

●本時の展開について端的に説明を 

 行う。 

 

●自分たちの課題と仮説を共有し、そ 

 れらを論証する上で不足する情報 

 を共有し、次の学習活動の方向性を 

 確認する。 

●不足している情報の概要をワーク 

 シートに記入することによって、指 

 導の際の参考にする。 

 

●Googleフォームには、収集したweb 

 ページのURLを入力する。 

 

 

●３でのGoogleフォームの入力結果 

 が集約されるGoogleスプレッドシ 

 ートを活用する。 

 

●次回以降は、11/6に情報の収集、 

 11/12学年内中間報告会を実施予定 

 


